

























































































































































































































































































質　　問 A　　群 B　　群 C　　群
初対面の自閉症児者に
対する人間関係づくり
について
難しさ
（カナータイプ）
・ 自閉症児者に合った
距離の取り方の困難
性
・ 自閉症児者への接近
方法を見立てること
の困難性
工夫
・ 自閉症児者の気持ち
になる
・ 自閉症児者の安心感
の提供
・ 自閉症児者の気にな
らないように居る
難しさ
（カナータイプ）
・ 人に関する緊張感の
強さ
・ 子どもの警戒心や不
安の感じやすさ
工夫
・距離をおいて観察
・子どもの遊びの共有
・ 援助者は脅かす存在
ではないことの提示
難しさ
（カナータイプ）
・ 自閉症児者が何を伝
えたいのかの理解の
困難性
・ 最初の距離の取り方
の困難性
工夫
・ 自閉症児者の表情や
視線による気持ちや
訴えの判断
・同じ言葉の繰り返し
・わかりやすく伝える
－ 91 －
く援助経験施設の種類や形態によっても差異がみ
られると考えられる。今後は援助者が自閉症児・
者どちらの施設の経験者なのか、入所施設の経験
はあるか等、分析区分を増やし精査していきたい。
そして、調査対象人数についても追加することを
検討し、本研究結果の信頼性を高めたい。
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